
 

（様式１－３） 

いわき市復興交付金事業計画 復興交付金事業等個票 

令和２年６月時点 

※本様式は１－２に記載した事業ごとに記載してください。 

NO. 215 事業名 災害公営住宅整備事業（効果促進事業）（平豊間） 事業番号 ◆D－4－5－4 

交付団体 いわき市 事業実施主体（直接/間接） いわき市（直接） 

総交付対象事業費 －（千円） 全体事業費 230,024（千円） 

事業概要 

災害公営住宅は、災害により住宅を失い個人で住宅を再建することが困難な被災者に対し安定した生活
を確保してもらうために自治体が提供する公営住宅であり、生活再建を支援する観点から災害公営住宅を
整備する。 
【整備概要】 
 整備戸数：192 戸 
 整備箇所：いわき市平豊間字榎町地内 
 整備手法：建設（192 戸） 
 建設する建物の構造：木造１戸建タイプとＲＣ造集合住宅タイプの併用 
※当該事業を復興ビジョン、復興計画、復興プラン等に位置付けている場合は、該当箇所及び概要も記載
してください 
『市復興事業計画』 
取組名：災害公営住宅の整備 
取組内容：東日本大震災により住宅を失い個人で住宅を再建することが困難な被災者に対し安定した生

活を確保してもらうために低廉な家賃で入居できる災害公営住宅を整備し生活再建を支援す
る。 

 
【事業間流用による経費の変更】（令和２年５月 12 日） 
 事業内容の確定に伴い、道路部局等に移管される道路の整備について、効果促進事業で実施することと
なったため、D－4－5災害公営住宅整備事業（平豊間）から 230,024 千円（国費：184,019 千円）を流用。
これにより、交付対象事業費は 230,024 千円（国費：184,019 千円）に増額。 
 
     事業内容          事業費（千円） 
 道路部局等に移管された道路       230,024 
 

対象箇所 

 １ 道路  

所在：いわき市平豊間町字榎町 203-14 

いわき市平豊間町字番下作 132-6、132-7 

   名称：公衆用道路（市道榎町６号線、市道榎町７号線、榎町１号線及び豊間・上蔵持線、 

榎町１号線及び榎町２号線） 

   構造：道路用地 

   面積：2,851.32 ㎡（榎町 203-14）、2.74 ㎡（番下作 132-6）、63.95 ㎡（番下作 132-7）                      

合計：2,918.01 ㎡ 

２ 農道 

所在：いわき市平豊間町字番下作 132-5 

いわき市平豊間町字榎町 203-16、250-1 

   名称：公衆用道路（農道） 

   構造：道路用地 

   面積：1,260.69 ㎡（番下作 132-5）、802.8 ㎡（榎町 203-16）、493.85 ㎡（榎町 250-1）                      

合計：2,557.34 ㎡ 

 

当面の事業概要 



 

＜平成 23 年度＞ 
用地測量 

＜平成 24 年度＞ 
 不動産鑑定、用地取得、地質調査、造成工事設計、造成工事、建築工事設計、 
特殊基礎工事、建築工事（工事監理委託業務を含む） 

＜平成 25 年度＞ 
  建築工事（工事監理委託業務を含む） 

東日本大震災の被害との関係 

本市は、平成 23 年 4 月 28 日に｢激甚災害に対処するための特別の財政援助等に関する法律」第 22 条及
び同法施行令第 41 条第 2項の規定により、国土交通大臣から 100 戸以上又は全住宅の１割以上が滅失して
いる市町村である旨を告示されている。 
なお本市においては、東日本大震災により滅失したと解される全壊の建物は、平成 25 年３月５日時点で

約 8,000 棟となっており、うち平豊間地区については、全壊 771 棟、大規模半壊 41 棟、半壊 60 棟となっ
ている。 
また、現時点で応急仮設住宅などの一時提供住宅に 3,046 世帯が入居しており、うち平豊間地区の被災

者は 402 世帯が入居している状況である。 

関連する災害復旧事業の概要 

無し 

※効果促進事業等である場合には以下の欄を記載。 

関連する基幹事業 

事業番号 D－4－5 

事業名 災害公営住宅整備事業（平豊間） 

交付団体 いわき市 

基幹事業との関連性 

 当初、基幹事業として事業着手していたが、事業の進捗に伴い事業内容が確定した結果、

効果促進事業として実施することとなったため、事業計画の変更を行うもの。 

 

 


